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鉄道駅舎の改良を契機とした周辺道路の
交通安全対策について

姫路市　都市局　交通計画部　鉄道駅周辺整備課

 ＜橋上駅舎化後の山陽電鉄大塩駅＞

１．はじめに

駅舎のバリアフリー化を主たる目的として平成 31 年に着工した山陽電鉄・大塩駅橋上駅舎化工事が令
和 4年 3月に完了しました。
姫路市では、鉄道事業者による橋上駅舎化を国・兵庫県と協調して支援するとともに、駅前広場の整備
等駅周辺の整備を進めています。
鉄道事業者による駅舎改良を契機に、駅周辺の交通にまつわる諸課題を解決する本市の取り組みを紹介
します。
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２．姫路市の概要

姫路市は兵庫県の南西部、瀬戸内海に面した播磨平野のほぼ中央に位置し、古くから京阪神・中国・山
陰を結ぶ交通の要衝となっています。市域は東西に約 35.7km、南北に 55.5km、面積は約 534.35km2 です。
人口は約 53.6 万人（平成 27 年国勢調査）であり、兵庫県の人口 553 万人の約 1割を占め、神戸市に次
ぐ県内第 2位の都市です。
市内を運行する鉄道は、東西方向の JR山陽新幹線、JR山陽本線、南北方向の JR播但線、JR姫新線、
臨海部に山陽電鉄本線及び網干線があり、計 31 の鉄道駅が存在します。
鉄道網が発達している京阪神などの都市部に比べ、自動車交通の利用割合が高く（2010 年第 5 回近畿
圏 PT調査では自動車の分担率が約 54％）、環境面や公共交通のサービス水準維持の側面から公共交通の
利用促進が大きな課題となっていました。公共交通が抱える諸課題の解決をめざし、平成 21 年に姫路市
総合交通計画（都市・地域総合交通戦略及び地域公共交通計画）を策定するとともに、平成 28 年には鉄
道駅周辺整備プログラムを策定し、計画的かつ効率的に鉄道駅の周辺整備を進めています。
今回紹介します「山陽電鉄・大塩駅」は臨海部を運行する山陽電鉄本線の特急停車駅であり、本市最東
端に位置します。

＜姫路市内の鉄道網＞
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＜姫路市総合交通計画と鉄道駅周辺整備プログラム＞

３．大塩駅周辺整備事業の概要

（1）大塩駅周辺における交通課題

大塩駅の利用者は 1日あたり約 4,000 人強ですが、バリアフリー化が未整備でした。事業化を検討し
ていた当時、国土交通省が掲げるバリアフリー整備目標は「利用者 3,000 人／日以上の鉄道駅は原則全
てバリアフリー化」であり、姫路市内における 3,000 人以上の鉄道駅の中で唯一バリアフリー化が実現
していない鉄道駅でした。
さらに大塩駅上り（大阪方面）ホームではホームの長さが不足しており、これが鉄道事業者を悩ませ
ていました。6両編成の特急が停車した際、最後尾の車両の扉が開かない、いわゆる「ドアカット」が
実施されている全国的にも珍しい駅でした。
駅施設以外にも交通課題が駅周辺に集積しており、まず最も重要な課題が駅東側に隣接する大塩踏切
が「踏切道改良促進法に基づく改良すべき踏切道」の指定を平成 29 年 1 月受けたことです。指定を受
けた要件は 2つあり、一つが「歩行者ボトルネック」（自動車交通量が多く、かつ踏切歩行者数が多い）、
もう一つが「歩道狭隘」（踏切道の内と外で歩道幅員に大きな差がある）です。
さらに平成 29 年 9 月、地域住民主体で構成された「大塩駅周辺まちづくり協議会」との対話を通じて、

「送迎スペースがほとんど無い」ことや主要アクセス道路である国道 250 号の平面線形に起因する「視
認性が悪い交差点」を改善する市民ニーズが大きいことが分かりました。
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＜大塩駅周辺の交通課題（事業前）＞

（2）課題解決に向けた事業のパッケージ化

平成 30 年に山陽電鉄が大塩駅のバリアフリー化に取り組む方針を決定しました。姫路市は、バリア
フリー化事業を契機に周辺の交通課題解消に向けた検討に着手しました。
まず、「改良すべき踏切道」の指定を受けた大塩踏切の対策ですが、当該踏切道が法の指定を受ける
ことになった要件は 2つ（歩行者ボトルネックと歩道狭隘）あったため、それぞれに応じた対策が必要
でした。歩行者ボトルネックの対策としては立体横断施設の整備が最も一般的です。当時、鉄道事業者
により駅舎のバリアフリー化とホーム長不足を解消する手段として橋上駅舎化が検討されていたことか
ら、橋上駅舎の自由通路部分を姫路市が立体横断施設（道路）として整備する事で「歩行者ボトルネッ
ク」の対策とすることにしました。もう一つの要件「歩道狭隘」については、歩道幅員が不十分であっ
たことから、踏切道を拡幅することとしました。
次に「送迎スペースの確保」です。当時、駅舎は軌道の北側にあり、駅舎付近で送迎車両が停車する
光景が散見され、踏切道や交差点に近いため大変危険な状況でした。軌道の北側で駅前広場を整備でき
る程の土地を確保することは非常に難しい状況でしたが、軌道の南側ならば市が所有する土地がありま
した。そこで、橋上駅舎の南側出口を市有地に整備し、そこに駅前広場を整備することにしました。
最後に「交差点の視認性改善」です。軌道の北側に平行して国道 250 号があり、駅舎北側の交差点で
は、交差点内で平面線形がくの字に折れており、視認性が良くありません。国道 250 号の当該区間の管
理は兵庫県であり、交差点改良には用地買収を伴う事から、実現は難しいかと思われましたが、地域の
ニーズと周辺の整備計画を兵庫県に説明し、協議を重ねた結果、交差点改良は兵庫県の事業として実施
してもらえることになりました。これによって、交通の諸課題を解決する事業のパッケージ化が実現し
ました。
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＜大塩駅周辺における課題と対策＞

 ＜山陽電鉄大塩駅の近況（令和 4年 3月）＞
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＜大塩踏切拡幅前後の幅員構成＞

４．おわりに

平成 30 年度より着手した「大塩駅周辺整備事業」の内、最も早く着工した踏切拡幅は令和 2年 11 月に
完成しました。橋上駅舎及び一体整備の立体横断施設（大塩駅歩道橋）は令和 4年 3月に完成し、駅舎の
バリアフリー化とドアカット解消が実現しました。
現在は、駅前広場の整備を進めており、令和 5年には国道の交差点改良も完成し、パッケージ化した「大
塩駅周辺整備事業」が全て完了する見込みです。
コロナ禍により公共交通の利用者数は減少し、本市の鉄道利用者数も大幅に減少しており、交通事業者
の経営は大変厳しい状況ではありますが、鉄道を含む公共交通が地域にとって非常に重要な交通インフラ
であることを再認識する機会にもなっています。現在姫路市では、姫路駅と英賀保駅の間に令和 8年春の
開業をめざし、21 世紀に入って 4つ目の新駅整備を進めています。今後とも公共交通の活性化と利便性
向上に向け、駅周辺の交通結節機能向上に取り組んでいく計画です。


